
 

 

中部イノベ―ション創出共同体 

産業技術の芽 

 

 

技術分野分類  ４８０４：高分子・繊維材料                       

技術キーワード  B：高分子材料合成                      

産 業 分 類  Ｅ－１８：プラスチック製品製造業                  
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容 

 

概  要 

 

植物油脂バイオマスを利用した新規なバイオベースポリマーの開発に取り

組んでいる。その一つとして天然脂肪酸の中で水酸基を 12 位に有する 12-

ヒドロキシステアリン酸（12HSA）と他のヒドロキシカルボン酸からガラス

転移点等の性質の異なるポリマーを得ている（図表参照）。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

新たなポリマー材料として、植物バイオマス由来の原料を使用することか

ら、得られる高分子物質は環境調和型の材料である。また、環境中での生分解

性も有している。 

本技術の 

有用性 

植物バイオマスの用途拡大により、環境調和を狙った材料開発技術である。

12HSA を出発物質として、オリゴマーを作成し、フマル酸等のヒドロキシカ

ルボン酸等と付加重合させることで熱的性質や分子量の異なる高分子物質を

作ることができ、物性のコントロールもできることがわかった。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

H
C

H
CC C

O

O

O

O
H2

C
H
CHO

CH3

H2

C
H
C

CH3

OH

n

PPF

+

CH2

CH3

CH
H2

C C

O

O ROH

5

10

H
C

H
CC C

O

O

O

O
H2

C
H
CHO

CH3 n

CH2

CH3

CHOH
H2

C C

O

O ROH

5

10 m

P(12HSA)-OH

m

P(PF-co-12HSA)

 

適用可能製品 
フィルム、ポリマー添加剤、コンポジット材料、充填剤 
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バイオベースポリマーの開発 

植物油脂バイオマスを利用した新規樹脂の開発 
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Fi gur e  12HSAのオリゴマーと イソプロピレンフマレート
のオリゴマーの共重合体のDSC曲線
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